
２
０
２
５
年

10
月

5
日
午
後

2
時
、

北
ガ
ス
文
化
ホ
ー
ル
に
て
「
空
港
１
０

０
年
記
念
動
画
（
『
空
に
描
く
未
来
』
）

完
成
イ
ベ
ン
ト
」
が
開
催
さ
れ
、
千
鷲

会
か
ら
は
森
田
副
会
長
を
は
じ
め

7
名

が
参
加
し
た
。

上
映
さ
れ
た

28
分
間
の
記
念
動
画

『
空
に
描
く
未
来
』
で
は
、
千
歳
の
航

空
史
が
、
着
陸
場
の
整
備
か
ら
千
歳
基

地
、
新
千
歳
空
港
の
開
港
、
さ
ら
に
共

用
飛
行
場
の
特
殊
性
に
至
る
ま
で
、
映

像
と
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
描
か
れ

た
。
１
９
５
１
年

10
月

26
日
、
日
本
航

空
が
定
期
運
航
を
開
始
し
、
「
も
く
星

号
」
が
旧
ベ
ー
ス
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
前

に
到
着
し
た
様
子
や
、
当
時
の
飛
行
場
、

旧
管
制
塔
、
幹
部
公
室
（
現
・
広
報
館
）
、

千
歳
市
街
の
風
景
も
鮮
や
か
に
映
し
出

さ
れ
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
講
演
で
は
、
ま
ず

地
名
「
志
古
津
」
が
「
死
」
や
「
骨
」

を
連
想
さ
せ
る
こ
と
か
ら
「
千
歳
」
へ

と
改
称
さ
れ
た
経
緯
が
紹
介
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
１
９
５
０
年
に
勃
発
し
た

朝
鮮
戦
争
の
影
響
下
、
米
軍
の
管
理
下

に
あ
っ
た
千
歳
飛
行
場
と
真
駒
内
駐
屯

地
（
キ
ャ
ン
プ
・
ク
ロ
フ
ォ
ー
ド
）
と

の
間
の
輸
送
効
率
向
上
を
目
的
と
し
て

整
備
さ
れ
た
、
日
本
初
の
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
舗
装
道
路
「
弾
丸
道
路
」
（
国
道

36

号
線
）
に
つ
い
て
の
解
説
が
さ
れ
た
。

そ
の
ほ
か
、
水
運
に
関
す
る
大
運
河

構
想
、
千
歳
科
学
技
術
大
学
付
近
か
ら

新
千
歳
空
港
周
辺
に
か
け
て
存
在
す
る

世
界
一
標
高
の
低
い
中
央
分
水
嶺
の
地

形
的
特
徴
と
、
そ
れ
に
沿
っ
て
敷
設
さ

れ
た
石
勝
線
と
の
関
係
、
さ
ら
に
千
歳

基
地
に
駐
屯
し
て
い
た
米
空
軍
兵
士
に

加
え
、
オ

ク
ラ
ホ
マ

州
か
ら
進

駐
し
た
米

陸

軍

第

45

歩

兵

師
団
が
東

千
歳
駐
屯

地
に
展
開

し
た
こ
と
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
地

域
経
済
へ
の
影
響
、
い
わ
ゆ
る
「
オ
ク

ラ
ホ
マ
景
気
」
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ

る
な
ど
、
千
歳
の
地
理
・
交
通
・
軍
事
・

経
済
に
わ
た
る
多
面
的
な
歴
史
が
丁
寧

に
語
ら
れ
た
。

『
空
に
描
く
未
来
』
に
対
し
て
筆
者

個
人
が
感
じ
た
の
は
、
千
歳
空
港
が
千

歳
飛
行
場
の
滑
走
路
を
利
用
し
て
い
た

時
期
の
説
明
が
や
や
簡
略
で
あ
り
、
共

用
飛
行
場
に
お
け
る
管
制
業
務
や
運
用

管
理
の
特
殊
性
も
映
像
に
盛
り
込
ま
れ

て
い
れ
ば
、
よ
り
意
義
深
い
記
録
動
画

と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
で

あ
る
。

同
月

22
日
、
空
港
公
園
で
行
わ
れ
た

千
歳
空
港
開
港

99
年
の
献
花
式
に
出
席

し
た
佐
藤
会
長
は
、
山
口
航
空
協
会
会

長
お
よ
び
横
田
市
長
の
挨
拶
に
つ
い
て
、

「
両
氏
の
挨
拶
は
異
口
同
音
で
、
先
達

の
努
力
を
称
え
、
そ
れ
を
次
世
代
に
ど

う
伝
え
る
か
と
い
う
思
い
は
、
千
鷲
会

の
理
念
と
重
な
る
」
と
言
及
し
た
。
ま

た
、
佐
藤
会
長
は
『
千
鷲
会
だ
よ
り

40

号
』
に
て
「
私
た
ち
が
営
々
と
行
っ
て

き
た
業
務
の
一
端
を
承
知
頂
き
た
い
」

と
記
し
て
お
り
、
地
域
と
基
地
と
の
架

け
橋
と
し
て
の
千
鷲
会
の
意
義
を
再
認

識
さ
せ
る
言
葉
と
な
っ
て
い
る
。

千 鷲 会 だ よ り （４４号） （４） 令和８年(２０２６年)１月１日

新
春
の
集
い

２
月
２
８
日
（
土
）

１
８
時
か
ら

ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
リ
ア
ン
千
歳
に
て

会
費
７
０
０
０
円

空
港
１
０
０
年
記
念
動
画
完
成
イ
ベ
ン
ト

完成イベントの情況

２
０
２
５
年

11
月

13
日
、
木
原
稔
官

房
長
官
は
記
者
会
見
で
、
自
衛
官
の
階

級
呼
称
を
国
際
標
準
に
改
め
る
方
向
で

検
討
を
進
め
る
方
針
を
正
式
に
表
明
し

た
。
自
民
党
と
日
本
維
新
の
会
の
連
立

合
意
書
に
「
２
０
２
６
年
度
中
に
実
行
」

と
明
記
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
「
自

衛
隊
員
が
誇
り
を
持
っ
て
任
務
に
臨
め

る
環
境
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
」
と
強

調
し
た
。

幹
部
の
階
級
呼
称
変
更
は
「
大
佐
」

「
大
尉
」
な
ど
国
際
標
準
化
の
方
向
で

進
め
ら
れ
て
お
り
、
法
改
正
が
必
要
と

な
る
。
提
出
時
期
や
施
行
時
期
は
未
定

だ
が
、
２
０
２
６
年
度
中
の
改
正
案
提

出
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

幹
部
の
階
級
章
は
呼
称
変
更
に
伴
い

刷
新
さ
れ
る
現
実
性
が
高
い
が
、
曹
士

に
つ
い
て
一
部
に
は
「

2
等
兵
」
な
ど

旧
軍
呼
称
へ
の
拒
否
感
も
指
摘
さ
れ
、

呼
称
を
含
め
て
検
討
の
段
階
で
あ
る
。

今
回
の
検
討
方
針
は
英
語
表
記
と
の

整
合
性
を
重
視
し
、
職
種
や
部
隊
の
呼

称
も
国
際
標
準
化
す
る
案
が
報
じ
ら
れ
、

「
要
撃
」
を
「
迎
撃
」
、
「
普
通
科
」

は
「
歩
兵
科
」
な
ど
が
有
力
と
さ
れ
る
。

大
手
新
聞
や
テ
レ
ビ
の
報
道
は
政
府

発
表
と
与
党
合
意
を
中
心
に
伝
え
、
軍

事
専
門
誌
や
解
説
サ
イ
ト
が
背
景
や
影

響
を
詳
し
く
解
説
し
て
い
る
。

千
鷲
会
会
員
状
況

２
０
２
５
年
11
月
15
日
現
在

正
会
員

３
２
５
名

賛
助
会
員
（
団
体
）

16
社

賛
助
会
員
（
個
人
）

26
名

新
入
正
会
員
（
敬
称
省
略
）

荒
船

真
澄
（
２
０
１

SQ
）

新
入
賛
助
会
員
（
敬
称
省
略
）

長
尾

睦

（
幸
福
）

仲
本

宗
則
（
沖
縄
県
）

物
故
会
員
（
敬
称
省
略
）

板
本

脩

（

88
歳

緑
町
）

岩
崎

光
子
（

73
歳

春
日
町
）

真
下

純
夫
（

88
歳

幸
町
）

階
級
等
の
呼
称
を
国
際
標
準
へ
（
１
佐
を
大
佐
な
ど
）

山
登
愛
好
会
は
、

9

月

27
日
（
土
）
に
、
今
年
度

5
回
目
の

登
山
と
し
て
、
銭
函
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
を
経
由
し
、
桂
岡
登
山
口
か
ら
９
０

７
ｍ
の
春
香
山
に
登
っ
た
。

今
回
は
、
会
員

3
名
と
空
自

OB
の
方

1
名
、
札
幌
自
衛
隊
家
族
会
山
歩
部
の

女

性

2

名

の

、

合

計

6

名

で

、

晴

天

無

風

の

登

山

日

和

の

中

、

黄

色

く

色

づ

き

始
め
た
山
の
景
色
を
眺
め
つ
つ
、
秋
の

登
山
を
楽
し
ん
だ
。

千
鷲
会
ゴ
ル
フ
サ
ー
ク

ル
「
千
鷲
球
会
」
は
、
10
月
19
日
（
日
）

に
「
ち
と
せ
イ
ン
タ
ー
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
」

で
今
年
度
最
終

11
月
例
会
を
開
催
し
、

基
地
司
令
を
含
む
現
役
隊
員
６
名
と
家

族
会
員
を
合
わ
せ
た

24
名
が
参
加
し
て
、

快
晴
の
も
と
ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア
方
式
（
ほ

ぼ

運

し

だ
い
？
）

に

よ

る

コ

ン

ペ

を

楽

し

ん

だ

。

結

果

と

し

て

は

、

強

運

を

味

方
に
つ
け
た
村
田
会
員
が
見
事
優
勝
を

飾
っ
た
。

千
鷲
会
サ
ー
ク
ル
活
動

登
山

ゴ
ル
フ


